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●渋滞が解消しました。

●死傷事故率が減少しました。

●安心して通学できるようになりました。

【供用前】 【供用後】

●複数の三次医療機関へ搬送が可能となり、
地域住民の安全性が向上。

※第３次救急医療機関とは、第２次医療機関では対応できない複数の診療科
にわたる重篤な救急患者に対し、２４時間体制で高度な医療を総合的に提
供する機関。

※第２次救急医療機関とは、入院治療を必要とする重症救急患者の医療を
２４時間体制で（複数の医療機関による体制を含む）で担当する医療機関。

岬町役場

・複数の第3次救急医療機関へ３０分以内の搬送が可能となりました。

・国道２６号の死傷事故率が約3割減少しました。

・生活道路への流入交通が約６割減少しました。

住民生活
地域社会

住民生活
地域社会

③地域の振興③地域の振興 大阪府大阪府 第二阪和国道（阪南市自然田～箱ノ浦ランプ） 平成１６年６月１９日開通第二阪和国道（阪南市自然田～箱ノ浦ランプ） 平成１６年６月１９日開通

◆『第二阪和国道』の暫定供用により、地域住民の『安全・安心が向上』

大阪府

和歌山県

第二阪和国道

位置図

出典：泉南警察署、大阪府警察本部 貝掛中交差点
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死傷事故率５件
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154件224件

H14年度

府立泉州救急医療センター
への搬送が30分以内に！

供用後

生活道路への流入交通量が減少したため、歩行者が
安全に通行できるようになりました。
また、通学時間の交通量が減少したことで、安全に
通学ができるようになりました。
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資料：浪速国道事務所調べ

資料：浪速国道事務所調べ

阪南市内生活道路の交通量変化

資料：浪速国道事務所調べ
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約3割減

死傷事故率

第３次医療機関

第３次医療機関


